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作業を進めている．多くの物語生成システムでは，また筆者のこれまでの試みでも，知識ベースや対象世界を狭く絞って
システム開発を行っているが，現在の構想では巨大な概念オントロジーを使った，粗野ではあっても頑健な物語生成シス
テム，しかもその頑健さは所謂人工無能の方法（パターンマッチングをベースとする自然言語処理の方法）ではなく人工
知能の意味処理的方法を基盤に達成されるものを目指している．従って，概念オントロジーの構築や，上述の行為―状態
変換知識ベース，言語辞書など，かなり大量の知識を構築することが求められる．また従来手薄であった自然言語生成処
理ももう少し本格的なものを実装することが必要となる． 
 また試験的な統合の試みにおいて，新しい知見も得られた．例えば，図 1 のようなマクロな流れ図に基づいてシステ
ム構築を行って来たが，上記のような知識構造の統一によって必ずしもその枠組みには囚われないより柔軟な生成手順が
可能になる．例えば，物語内容機構の中のひとつの関数の結果を物語表現機構における何らかの関するに即座に送り込む
ことも可能になる．これは，知識表現の統一と共に，システムがそれ自体相対的に独立してモジュール乃至関数の集合と
して構成されていることから生じる結果である．今後も統合の試験版の作成を繰り返しながら，第一版につなげて行く予
定である． 
なお，大学という基本的に分散的な組織機構の中で以上のようにかなり大きな規模になったプロジェクトを順調に進め
るということは組織論やリーダーシップ論の見地から見ても必ずしも容易であるとは言えないが，筆者としてはソフトウ
ェア情報学部における「小講座制」という（現在必ずしもポピュラーであるとは言えない）方式は，プロジェクト研究を
実現する時に有効な方式であり，逆にそのことを意識的に実践しなければせっかくの制度の利点が生かされないという基
本的な認識を持っている．少なくとも以上に述べた物語生成システムプロジェクトはそのような認識に支えられた実践た
ることを意図している． 
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